
1 

 

第４回紀の川市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 要旨 

 

日時：平成 27 年 12 月 14 日（月） １４：００～１４：５０ 

場所：紀の川市役所本庁舎 3 階 庁議室 

出席者： 11 名  欠席者：  4 名 

資料：第 4 回紀の川市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 次第 

   ①第 3 回紀の川市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 要旨 

②紀の川市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案） 

③参考資料：紀の川市まち・ひと・しごと創生総合戦略（草案）に対する意見等 

④変更箇所一覧 

 

１．開会 

２．あいさつ ･･会長あいさつ 

３．議題 

  （１）前回要旨の確認 

    ・特に異議なし 

  （２）紀の川市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）について 

    ・資料②～④説明 

 

［ご意見要旨］ 

 ・「青州の里」は「道の駅 青州の里」で表記を統一 

 ・総合戦略を全庁的に横のつながりで取り組んでほしい 

 ・総合戦略をクイックレスポンスで柔軟な対応で取り組んでほしい 

 

［ご意見記録］ 

（委員） 

  「青洲の里」は 11 月 5 日に国土交通省に道の駅に認定された。市の施設であるので、3 ページ、

11 ページの記述を統一してほしい。すでにホームページなどにも「道の駅 青州の里」として載って

いるので、それらをふまえて検討してほしい。 

  →（事務局）「道の駅 青州の里」という表現で統一する。 

（委員） 

意見の中で、「担当部署をいれてはどうか」というのは私が出させてもらったが、結果的には総合

戦略は市をあげて全庁的に取り組んでいくということで、よろしいかと思う。横のつながりで KPI

の達成などに取り組む必要があると感じる。 

（委員） 

これが、今度どのように取り組まれていくのか教えてほしい。 

→（事務局）答申をいただいて、国のほうへ提出していきたい。具体にどういう事業をしていくか

は、各部署で検討しているところである。事業が先駆的か、必要性が高いかなどにより国が検討

すると聞いているので、交付金がどのようにつくかはわからないが、採択されるよう、具体事業

について検討している。 
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（委員） 

前回の会議でお話ししたとおり、広川町では濱口梧陵を中心に取り組むということで戦略を組み立

てられ、今回「世界津波の日」が採択されたことにより、広川町が再び注目されることとなるので、

記念に何かをやっていきたいと考えられている。 

ぜひ、紀の川市においても、この総合戦略について、クイックレスポンスで柔軟に状況に対応して

取り組んでいっていただきたいと思う。 

→（事務局）他市町に負けないよう紀の川市もがんばっていきたい。 

 

全員 

答申案とすることで了承 

 

その他） 

（委員） 

本戦略については、5 年間見直しを特にしないのか。 

→（事務局）大きく状況が変わることがあれば対応したい。また長期総合計画の見直しとも連動し

て進めていきたい。 

 

４．閉会 

 


